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第２章 各コース 

第１節 防災基礎 

１．目的 

災害対応の基礎となる知識を学ぶ。 

 

２．主な対象者 

防災業務の初任者や防災業務の経験が浅い職員等 

 

３．学習内容 

（１）単元構成と概要 

単 元 手法 概   要 

1 防災基礎総論 座学 防災・危機管理の基本的な考え方を学ぶ 

2 防災行政概要 座学 防災活動全体の流れと個々の活動の基礎的な知

識を学ぶ 

3 災害法体系 座学 災害対策基本法・災害救助法などの構造や適用範

囲の概要を学ぶ 

4 防災計画 座学 防災計画の法的な位置づけと防災基本計画等の

内容を学ぶ 

5 地震・津波のメカ

ニズムと実態 

座学 地震・津波災害の発生メカニズムと、災害による

被害を理解し、地方公共団体の対応を学ぶ 

６ 風水害のメカニ

ズムと実態 

座学 風水害の発生メカニズムと、災害による被害を理

解し、地方公共団体の対応を学ぶ 

7 火山のメカニズ

ムと実態 

座学 火山災害の発生メカニズムと、災害による被害を

理解し、地方公共団体の対応を学ぶ 

８ 災害対応過程と

態度を学ぶ 

演習 災害発生前後の地方公共団体の対応について具

体的な事例に沿って学ぶ 
 

（作成イメージ） 



①防災基礎

1 防災基礎総
論

1 1 ハザード
(外力)

地震、津波、台
風など災害を引
き起こす原因と
なる自然現象

災害 ハザードが人間
社会に作用し、
被害が生じるこ
と

防災 外力が人間社会
に作用すること
を何らかの対策
により軽減する
こと

ハード防
災対策

なんらかの構造
物による被害軽
減手法

ソフト防
災対策

構造物によらな
い被害軽減手法

2 繰り返され
る災害

わが国は世界的に見ても多雨地
帯にあり、地震発生回数や、活
火山数も多い。近年になって災
害の危険性が急に高まったわけ
ではなく、もともと厳しい自然
条件と共存した環境下に立地し
ていることを念頭に置くことが
重要である。

3 地域を知る
ことの重要
性

素因 地形、気候、人
口など、それぞ
れの土地が持っ
ている災害に関
わる性質

誘因 地震、豪雨な
ど、災害を発生
させる直接的な
引き金となる現
象

（２）内容（単元ごとの学習目標、学習項目、具体的な内容）

具体的な内容（身につけるべき内容）（第７階層に相当）

知   識 態度技能

災害は「素因」と「誘因」の組
み合わせで発生する。誘因だけ
では災害にはならない。

「誘因」を災害直前津に予測す
ることは大変難しいが、「素
因」は「誘因」の予測に比べれ
ば可能性があり、ハザードマッ
プなどの形で情報が整備されつ
つある。

地球表面の形を「地形」とい
う。地形と自然災害の間には密
接な関係があり、 代表的な自然
素因の一つである。

災害と防災
の基本

地震、津波、台風など自然現象
に分類されるHazardによって
生ずる被害は一般 に「自然災
害」と呼ばれる。災対法にある
「大規模な火事若しくは爆発そ
の他」 の総称的な定まっていな
いが、「事故災害」という言葉
もある。

災害を時間軸に沿って整理する
と「Hazardの発生」時点を中
心として、事前→ 事中→事後と
いう流れでさまざまな態様を持
ち、これを「災害のライフサイ
ク ル」と呼ぶ場合がある。それ
ぞれの時点で必要な対策・技術
が異なる。

ハード対策とソフト対策はそれ
ぞれ役割が異なる。ソフト対策
はハード対策を 代替するもので
はなく、相互に補完しあうもの
である。

単元
（第４階層）

学習目標
（第５階層）

学習項目
（第６階層）

防災・危機
管理の基本
的な考え方
を説明でき
る

基本用語

－
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①防災基礎

具体的な内容（身につけるべき内容）（第７階層に相当）

知   識 態度技能

単元
（第４階層）

学習目標
（第５階層）

学習項目
（第６階層）

基本用語

1 防災基礎総
論

（つづき）

1 防災・危機
管理の基本
的な考え方
を説明でき
る

（つづき）

4 重くなる基
礎自治体の
役割

避難勧告、避難誘導などの判断
について、犠牲者遺族らによる
訴訟が続いている。

故意や過失による不当な勧告で
被害が生じた場合、自治体側は
賠償責任を負う との判決も出て
いる。発生する現象や被害に関
する「予見可能性」を、かなり
幅広く認める判決も見られる。

2 防災行政概
要

1 防災活動全
体の流れに
ついて説明
できる

1 時間経過に
応じた災害
対応

－

以降、単元２につづく
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